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第４３回はたらくものの音楽祭IN新潟大成功！

第
２
回
自
治
労
音
協
コ
ン
サ
ー
ト
「ま

 

ち

 

な

 

か

 

ス

 

テ

 

ー

 

ジ

 

」

『Ｐ

 

ｉ

 

ａ
ｎ
ｏ

 

Ｐ

 

ｉ

 

ａ
ｎ
ｏ
』に

 

北

 

か

 

ら

 

南

 

か

 

ら

 

大

 

集

 

合

♪ 事務局から
のお知らせ

みなさまからの投稿をお待ちしています！
E‐Mail:jicogawa@jca.apc.orj

 

住所変更は必ずお知らせください！
『自治労音教ホームページ』

 

http://www

 

Jca.apc.org/~jicogawa
『自治労と音楽のページ』

 

http://www33

 

Ocn.ne.Jp/~tmatsu
『日本音楽協議会』

 

http://www.yomogi.or.jp/~uncle

板井悌二新潟県本部委員長

 

あいさつ（青年部時代から音

 

協の会員さんです）

滋賀県支部『だんないず』のメンバー

吉川勝（三条市職）+吉田美奈さん

 

デュエット

４
時
30
分
か
ら
、
山
本
英

 

二
さ
ん
桃
井
雅
和
事
務
局
長

 

が
会
場
準
備
を
始
め
た
、
ま

 

ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
「
Ｐ
ｉ
ａ

 

ｎ
ｏ

 

Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
」
は
人

 

通
り
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

 

ん
。…
で
、
出
演
申
し
込
み

 

が
桃
井
事
務
局
長
に
後
半
に

 

な
っ
て
殺
到
し
、
５
時
30
分

 

か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
２
回
自

 

治
労
音
協
コ
ン
サ
ー
ト
は
滋

賀
の
古
谷
昌
代
さ
ん
の
元
気
な

 

司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
た
。

新
人
が
２
人
参
加
の
自
治
労

 

滋
賀
県
支
部
『
だ
ん
な
い
ず
』

 

（
Ｒ
Ｇ
西
藤
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
辻
桂
子
、

 

Ｂ
Ｇ
大
國
勉
、
Ｖ
Ｏ
古
谷
）
の

 

息
の
合
っ
た
演
奏
だ
。

茨
城
か
ら
や
っ
て
き
た
『
Ｗ

 

Ｅ
Ｅ
Ｄ
』
は
（
Ｇ
山
本
、
パ
ー

 

カ
ッ
シ
ョ
ン
久
保
田
、
Ｇ
菊
池
、

 

ボ
ー
カ
ル
鬼
沢
（
紅
一
点
）
今

 

回
新
人
の
岩
浪
さ
ん
（
Ｂ
Ｇ

 

リ
ー
ダ
ー
菊
池
さ
ん
の
高
校
時

 

代
の
同
級
生
）
が
加
わ
り
年
々

 

上
達
が
目
立
つ
仲
間
た
ち
だ
。

新
潟
三
条
市
か
ら
来
た
、
お

 

な
じ
み
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
？
吉
川

 

勝
さ
ん
は
吉
田
美
奈
さ
ん
と

 

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
久
し
ぶ
り
に
さ

わ
や
か
な
歌
声
を
聴
か
せ
た
。

こ
こ
で
、
開
会
行
事
！

 

え
っ
今
ま
で
の
は
、
リ
ハ
ー

 

サ
ル
じ
ゃ
～
？
と
い
う
声
も

 

あ
っ
た
が
、
前
座
で
も
あ
り

 

ま
せ
ん
よ
！
時
間
が
な
い
の

 

で
、
観
客
が
三
々
五
々
や
っ

 

て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
っ
さ

 

と
進
行
し
て
い
ま
す
。

日
音
協
各
県
支
部
か
ら
、

 

そ
し
て
音
楽
祭
実
行
委
員
の

 

み
な
さ
ま
や
元
日
音
協
事
務

 

局
長
印
牧
真
一
郎
さ
ん
も
聴

 

衆
参
加
で
盛
り
上
が
っ
て
き

 

た
と
こ
ろ
で
、
磯
野
友
一
自

 

治
労
音
協
会
長
あ
い
さ
つ
に

 

続
き
、
自
治
労
新
潟
県
本
部

 

執
行
委
員
長
の
、
板
井
悌
二

 

さ
ん
か
ら
「
音
楽
を
通
し
て

 

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
仲
間

 

た
ち
と
素
敵
な
時
間
を
過
ご

茨城から来ました

 

『WEED』

せ
て
幸
せ
だ
」
と
あ
い
さ
つ
が

 

あ
り
、
長
年
会
員
と
し
て
自
治

 

労
音
協
に
会
費
を
払
い
続
け
て

 

い
る
仲
間
の
本
音
に
参
加
者
一

 

同
同
感
。

コ
ン
サ
ー
ト
２
部
と
銘
打
っ

 

て
、
沖
縄
か
ら
参
加
の
２
人
組
、

 

山
城
Ｇ+

嘉
数
Ｂ
Ｇ
（
那
覇
市

 

職
労
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
元
気

 

よ
く
歌
う
。
５
・
15
普
天
間
包

 

囲
行
動
で
は
全
国
の
日
音
協
の

 

仲
間
た
ち
と
、
豪
雨
の
中
包
囲

 

行
動
参
加
者
を
励
ま
し
歌
い
続

 

け
た
そ
う
で
あ
る
。
（
日
音
協

 

機
関
紙
よ
り
）

沖縄那覇市職労の山城+嘉数さん（どしゃ

 

ぶりの5.15普天間包囲行動では大活躍）

（１）

http://www/
http://www33/


自
治
労
コ
ン
サ
ー
ト
大
盛
況

Baby★Babaの熱唱（実は山本

 

さんの弟さんです）

いつも二人で出演の狭石啓子+利美

 

さん（東京）

いつもスマイルの松本日音協事務局長

オリジナルを発表する実行

 

委員会の山本英二さん

栃
木
か
ら
や
っ
て
き
た
２
人

 

組
『
ス
マ
イ
リ
ー
松
本
と
愉
快

 

な
仲
間
た
ち
』
の
助
っ
人
桃
井

 

事
務
局
長
Ｂ
Ｇ
は
、
松
本
敏
之

 

（
日
音
協
事
務
局
長
）
Ｇ
の
歌

 

を
引
き
立
て
る
べ
く
、
鳴
澤
ド

 

ラ
マ
ー
の
思
い
っ
き
り
の
い
い

 

リ
ー
ド
に
負
け
な
い
演
奏
を
展

 

開
し
た
。

東
京
か
ら
毎
度
参
加
の
狭
石

 

利
美
Ｇ+

啓
子
Ｖ
Ｏ
さ
ん
は
、

 

い
つ
も
の
さ
わ
や
か
な
歌
声
で
、

 

「
堤
が
決
壊
す
る
前
に
」
な
ど
、

 

日
音
協
の
歌
集
で
お
な
じ
み
の

 

曲
を
演
奏
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
音
楽
祭
成
功

 

の
立
役
者
、
山
本
英
二
さ
ん

 

（
現
在
県
職
労
書
記
長
休
職
専

 

従
中
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
素
晴

 

ら
し
い
ギ
タ
ー
演
奏
と
と
も
に

 

参
加
者
を
魅
了
し
た
。

長
年
の
組
合
活
動
を
も
の
と

 

も
せ
ず
？
音
楽
に
対
す
る
こ
れ

 

ま
で
の
実
績
を
刻
み
続
け
て
い

 

る
様
子
が
伝
わ
っ
た
。
な
お
、

 

山
本
す
い
の
さ
ん
（
二
人
は
青

 

年
女
性
部
時
代
か
ら
音
楽
推
進

 

委
員
会
で
共
に
活
動
し
て
き

 

た
）
も
音
楽
祭
実
行
員
会
で
大

 

活
躍
で
し
た
。

さ
て
、
西
か
ら
来
た
西
藤
安

 

彦
（
滋
賀
）
と
東
か
ら
来
た
桃

 

井
雅
和
（
茨
城
）
の
お
馴
染
み
、

 

『
ウ
エ
ス
ト
ピ
ー
チ
』
は
テ
ー

 

マ
と
新
曲
を
歌
い
健
在
さ
を
見

せ
た
。
２
人
は
自
治
労
青
年

 

女
性
中
央
大
交
流
集
会
で
も

 

お
馴
染
み
の
、
年
に
数
回

 

ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
メ
ン
バ
ー
。

 

昨
年
は
西
藤
の
結
婚
式
に
も

 

駆
け
つ
け
、
披
露
宴
と
そ
の

 

あ
と
の
祝
う
会
は
会
員
や
日

 

音
協
メ
ン
バ
ー
の
大
演
奏
会

 

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う

 

し
た
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、

 

ど
こ
で
も
い
つ
で
も
演
奏
す

 

る
ス
タ
イ
ル
を
積
み
重
ね
て

 

い
る
２
人
だ
。

そ
し
て
、
毎
週
日
曜
日
、

 

昭
和
大
橋
や
す
ら
ぎ
堤
で
12

 

時
か
ら
演
奏
し
て
い
る
、
地

元
の
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
Ｂ
ａ

 

ｂ
ｙ
★
Ｂ
ａ
ｂ
ａ
（
山
田
芳

 

裕
）
が
赤
い
上
着
に
サ
ン
グ
ラ
ス

 

で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

最
後
に
、
保
育
士
３
ガ
ー
ル
ズ

 

の
「
く
れ
っ
し
ぇ
ん
ど
」
は
原
（
長

 

野
）
高
野
（
新
潟
）
、
坂
口
（
東

 

京
）
の
楽
し
い
歌
声
で
コ
ン
サ
ー

 

ト
は
盛
会
の
中
終
了
し
た
。

い
つ
の
間

 

に
か
会

 

場

 

の
周

 

り
に

 

人
垣
が
で
き
て
い
る
。
通
行
人

 

の
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

 

惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り

 

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か
ら
聞

 

き
に
来
て
く
れ
た
日
音
協
の
み

 

な
さ
ん
、
そ
し
て
自
治
労
新
潟

 

県
本
部
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
演
奏
で
き
な
か
っ
た

 

会
員
の
み
な
さ
ま
、
来
年
は
高

 

松

 

で
ご
出

 

演

 

お
願

 

い
い
た
し
ま

 

す
。
な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年

 

で
通
算
23
回
と
な
り
、
来
年
は

 

24
回
目
と
な
り
ま
す
。

（文

 

責

 

事
務
局
次
長

 

小
川
）

西から来た西藤安彦（滋賀）と東から来

 

た桃井雅和（茨城）

保育士３ガールズ「くれっしぇんど」
観客のみなさん

（２）

京都市東山区祇園縄手通末吉東入南側
井みねビル４F
TEL ０７５-５３１-５７３７

 

H・P 090-2040-2074

日音協近畿の井戸久喜さんが

 

ライブパブを始めました。京都にお立ち寄りの際にはお越しください。



第
43
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
ア
ル
バ
ム

「
く
ら
し
に
み
の
り
を
心
に
歌

 

を
・
と
き
め
き
の
里
に
歌
が
舞

 

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
本

 

音
楽
協
議
会
は
、
第
43
回
は
た

 

ら
く
も
の
の
音
楽
祭
を
、
10
月

 

９
～
10
日
、
『
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

 

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
劇

 

場
』
に
全
国
か
ら
３
０
０
人
が

 

参
加
し
て
開
催
し
た
。

開
会
で
飯
島
貞
親
会
長
は
、

 

全
国
か
ら
参
加
し
た
仲
間
に
、

 

「
１
年
間
の
成
果
を
交
流
し
合

 

う
場
と
し
て
音
楽
祭
を
成
功
さ

 

せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

新
潟
県
実
行
委
員
会
委
員
長

 

の
江
花
和
郎
連
合
新
潟
会
長
は

 

「
労
働
現
場
で
感
じ
る
様
々
な

 

思
い
を
音
楽
で
表
現
す
る
活
動

 

が
、
す
べ
て
の
人
の
暮
ら
し
に

 

実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
を
祈
念

す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
民

 

主
党
・
社
民
党
党
首
か
ら
の

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
新
潟

 

県
実
行
員
会
メ
ン
バ
ー
で
、
今

 

村
一
男
さ
ん
の
指
揮
で
「
あ
り

 

が
と
う
私
の
歌
」
な
ど
５
曲
を

 

合
唱
し
た
。

音
楽
祭
に
は
、
個
人
・
サ
ー

 

ク
ル
を
中
心
に
38
団
体
（
別
途

 

日
音
協
ソ
ン
グ
は
８
人
）
が
演

 

奏
し
た
。
自
治
労
音
協
会
員
で

 

は
、
日
音
協
沖
縄
県
支
部
の
山

 

城+

嘉
数
、
自
治
労
音
楽
協
議

 

会
滋
賀
県
支
部
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

 

の
新
曲
「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ

 

Ｙ
ｏ

 

ｕ

 

Ａ
ｌ
ｌ
」
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ

 

Ｅ
」
を
発
表
。
ウ
エ
ス
ト
ピ
ー

 

チ
は
「
ウ
エ
ス
ト
ピ
ー
チ
の
、

（
詩
＝
津
谷
さ
つ
き
）
を
合
唱
で

 

発
表
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
元
会
員
の

 

森
理
子
さ
ん
、
坂
口
美
日
さ
ん
の

 

娘
さ
ん
坂
口
珠
萌
（
し
ゅ
ほ
）
さ

 

ん
が
繊
細
な
フ
ル
ー
ト
伴
奏
で
合

 

唱
を
引
き
立
て
た
。

最
後
に
、
自
治
労
音
楽
協
議
会

 

総
勢
40
人
で
、
長
野
県
支
部
の

 

『
真
紅
』
青
木
３
姉
妹
と
、
日
音

 

協
近
畿
支
部
『
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

 

ｇ
ｏ

 

ｅ
ｓ

 

ｂ
ｙ
』
の
マ
リ
リ
ン
（
井

 

上
麻
理
子
）
も
友
情
参
加
し
て
、

 

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」

 

の
２
曲
を
合
唱
で
発
表
し
た
。
バ

 

ン
ド
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
と
ピ
ア
ノ

 

伴
走
を
松
本
敏
之
さ
ん
が
担
当
し

 

た
。自

治
労
滋
賀
県
支
部
は
西
藤
さ

 

ん
の
仕
事
の
関
係
で
、
初
日
交
流

 

会
終
了
後
、
夜
の
高
速
を
滋
賀
ま

 

で
飛
ば
し
て
帰
還
し
た
。
今
回
も

 

車
で
の
参
加
が
目
立
っ
た
。

自作の詩「Ｔｈａｎｋ

 

Ｙｏｕ

 

Ａｌｌ」を

 

歌う古谷さん

ウエストピーチの２人（西藤+桃井）

WEED（左は山本、右は岩浪） WEED（鬼沢さん）

テ
ー
マ
」
「
逢
い
た
い
な…

」
を

 

変
わ
っ
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
熱
演
。

 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
は
「
Ｋ
ａ
ｇ
ａ
ｙ
ａ
ｋ

 

ｉ
」
詩
・
曲
＝
菊
池
正
彦
、
と
新

 

曲
「
君
ら
し
く
」
詩
・
曲
＝
岩
浪

 

啓
一
を
発
表
。

音
楽
祭
２
日
目
に
は
、
ブ
ー

 

ビ
ー
バ
ン
ド
が
「
熱
中
症

 

そ
の

 

対
策
と
課
題
」
と
題
し
て
社
会
風

 

刺
ソ
ン
グ
を
発
表
。
地
元
糸
魚
川

 

市
職
『
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
、
三
条

 

市
職
組
織
内
市
議
西
川
て
つ
し
さ

 

ん
、
『
シ
ン
グ
ル
ト
リ
オ
』
の
田

 

中
路
男
（
群
馬
）
、
久
保
敏
孝

 

（
東
京
）
、
織
田
和
也
（
東
京
民

 

間
）
は
息
の
合
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

 

で
「
コ
ン
ト
自
衛
隊
２
０
１
０
」

 

を
上
演
し
た
。
日
音
協
都
支
部
は

狭
石
利
美
の
新
曲
「
う
た
た
ね
」

ブービーバンドの３人

今村一男さんの指揮でオープニング

（３）

★
音
楽
祭
の
演
奏
風
景
は
、
日
本
音
楽
協
議
会

 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。
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来
年
は
、
香
川
県
高
松
市
で
の

 

開
催
だ
。
香
川
県
の
現
職
会
員
が

 

現
在
細
川
さ
ん
１
人
で
あ
る
た
め
、

 

今
回
２
人
の
元
会
員
が
再
加
入
し

 

た
。
県
議
会
議
員
の
高
田
義
徳
さ

 

ん
と
県
本
部
副
委
員
長
の
三
好
康

 

夫
さ
ん
だ
。
２
人
は
青
年
女
性
中

 

央

大

交

流

集

会
で
初
め
て
の

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
国
境
は
見
え
な

 

か
っ
た
』
を
上
演
し
た
時
か
ら
の

 

仲
間
だ
。
高
田
さ
ん
は
青
年
部
常

 

任
時
代
10
年
間
文
化
班
と
音
楽
活

 

動
家
養
成
講
座
、
そ
し
て
音
楽
祭

 

と
自
治
労
コ
ン
サ
ー
ト
を
担
当
し

 

て
き
た
。

ま
た
、
第
１
回
の
自
治
労
コ
ン

 

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
の
は
、
現
在

 

高
知
県
で
県
議
会
議
員
を
し
て
い

音
楽
祭
を
来
年
に
つ
な
げ
よ
う
！

る
坂
本
茂
雄
（
元
青
年
部
長
）

 

さ
ん
だ
。
徳
島
の
藤
岡
一
雄
県

 

本
部
執
行
委
員
長
（
元
青
年
部

 

長
）
は
音
楽
活
動
家
養
成
講
座

 

会
場
の
リ
ゾ
ー
ト
伊
豆
（
国
労

 

研
修
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
Ｐ
Ａ
機

 

材
等
を
車
で
運
ん
で
い
た
だ
き
、

 

ま
た
多
く
の
徳
島
の
会
員
を
発

 

掘
し
て
い
た
だ
い
た
。

来
年
の
音
楽
祭
成
功
に
向
け
、

 

四
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご

 

奮
闘
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
自

 

治
労
音
楽
協
議
会
会
員
は
第
３

 

回
自
治
労
音
楽
協
議
会
コ
ン

 

サ
ー
ト
と
音
楽
祭
で
の
自
治
労

 

仲
間
の
歌
の
発
表
、
そ
し
て
音
楽

 

祭
の
成
功
に
向
け
て
全
力
で
頑
張

 

る
決
意
を
固
め
よ
う
。

音楽祭PA担当の藤原組

自治労音協の発表

初出演のハレーション（糸魚川市

 

職）のボーカル高田さん

ノーサイドの佐藤、北山

（４）

２
０
１
１
年
7
月
2
～
3
日
高
松
市
で
開
催
予
定

第
44
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

★
自
治
労
音
楽
協
議
会

発
表
曲
を
募
集
し
ま
す

楽
譜
を
ｐ
Ｄ
Ｆ
で
メ
ー
ル
か
郵
送

 

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

事
務
局

 

小
川
ま
で

メ
ル
ア
ドji

cog
awa

@jc
a.a

pc.
org

住
所
は
封
筒
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

mailto:�����A�hjicogawa@jca.apc


新
規
会
員
紹
介

 

み
な
さ
ま
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

滋賀県支部の３人

茨城WEEDの岩浪啓一です

香川で再加入の三好康夫（真ん中）、高田義徳

 

（右端）です

★
滋
賀

２
年
前
、
自
治
労
滋
賀
県
支
部
が

 

結
成
さ
れ
、
昨
年
か
ら
バ
ン
ド
を
編

 

成
し
自
治
労
音
楽
協
議
会
に
４
人
で

 

新
規
加
入
し
ま
し
た
。
右
か
ら
、
辻

 

桂
子
（
キ
ー
ボ
ー
ド
担
当
）
、
真
ん

 

中
は
１
日
遅
れ
て
参
加
の
中
村
隆
人

 

（
ギ
タ
ー
担
当
）
、
左
は
大
國

 

勉

 

（
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
担
当
）
、
今
回
参

 

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
平
尾
潤
一

 

の
４
人
で
加
入
し
ま
し
た
。

★
香
川

二
人
と
も
、
青
年
部
時
代
に
音
楽

 

活
動
か
ら
組
合
に
か
か
わ
り
、
今
で

 

は
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

 

高
田
良
徳
さ
ん
は
議
員
活
動
で
、
老

 

人
ホ
ー
ム
の
慰
問
で
三
味
線
片
手
に

 

お
年
寄
り
と
歌
っ
て
い
ま
す
。

三
好
さ
ん
は
元
ス
タ
ジ
オ
コ
ー

 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
っ
た
と
か
？

★
茨
城

『
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
』
リ
ー
ダ
ー
牛
久

 

市
職
労
委
員
長
の
菊
池
正
彦
さ

 

ん
の
高
校
時
代
の
友
人
で
す
。

 

作
詞
作
曲
も
や
り
ま
す
の
で
、

 

今
後
は
日
音
協
の
み
な
さ
ま
に

 

も
た
び
た
び
お
会
い
で
き
る
と

 

思
い
ま
す
。

第
18
回
自
治
労
音
楽
協
議
会
総
会
報
告

10
月
８
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
終

 

了
後
の
午
後
８
時
30
分
か
ら
交

 

流
会
会
場
で
、
第
18
回
総
会
を

 

開
催
し
た
。
新
規
会
員
７
人
を

 

含
め
76

 

人
中
、
17

 

人
の
委
任
状
、

 

参
加
者
27
人
で
過
半
数
を
超
え

 

総
会
は
成
立
。

細
川
副
会
長
を
議
長
に
、
冒

 

頭
磯
野
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
あ
と
か

 

た
ず
け
の
た
め
、
桃
井
事
務
局

 

長
に
代
わ
っ
て
小
川
事
務
局
次

 

長
か
ら
２
０
１
０
経
過
報
告
と

 

２
０
１
１
活
動
方
針
を
提
案
。

桃
井
事
務
局
長
か
ら
は
、
仲

 

間
の
歌
Ｃ
Ｄ
作
成
依
頼
が
あ
り

 

会
員
全
員
で
承
認
し
た
。
編
集

 

が
完
成
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｄ
は
会
員

全
員
に
配
布
さ
れ
る
。
み
な
さ
ん

 

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

な
お
、
役
員
選
出
で
は
、
欠
員

 

の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
沖
縄
の
山

 

城
文
雄
さ
ん
、
四
国
ブ
ッ
ク
は
総

 

会
後
の
選
出
だ
が
香
川
の
三
好
康

 

夫
さ
ん
に
決
ま
っ
た
。

活
動
報
告
で
は
、
滋
賀
県
支
部

 

か
ら
バ
ン
ド
活
動
で
の
会
員
拡
大

 

の
報
告
、
新
規
会
員
か
ら
自
己
紹

 

介
が
あ
り
、
引
き
続
き
懇
親
会
で

 

会
員
間
の
交
流
を
深
め
た
。
元
Ｊ

 

Ｐ
労
組
の
井
戸
親
子
、
長
野
県
支

 

部
の
青
木
瀬
菜
さ
ん
と
音
楽
祭
ス

 

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
す

 

る
坂
口
珠
萌
さ
ん
な
ど
二
世
も
参

 

加
。
懇
親
会
は
音
楽
談
議
に
花
が

 

咲
い
た
。

総会であいさつする磯野会長

総会風景（新潟県本部青年部のみなさんも傍聴参加）

（５）

２
０
１
０
年
度
役
員
体
制

会

 

長

 

磯
野

 

友
一
（
富
山
）

副
会
長

 

桑
野

 

功

 

（
北

 

海

 

道

 

）

同

 

細
川

 

剛

 

（
香

 

川

 

）

同

 

松
本

 

敏
之
（
栃
木
）

(

ブ
ロ
ッ
ク
選
出

 

)

幹

 

事

 

榊
原

 

隆
子

（
北

 

海

 

道

 

）

同

 

井
加
田
ま
り
（
北
信
）

同

 

高
野

 

直
美
（
東
北
）

同

 

鳴
澤

 

庸
夫
（関
東
甲
）

同

 

中
山

 

順
二
（
東
海
）

同

 

西
藤

 

安
彦
（
近
畿
）

同

 

島
田
万
里
江
（
中
国
）

同

 

前
田
マ
ユ
ミ

 

（
四

 

国

 

）

同

 

山
城

 

文
雄

（
九

 

州

 

）＊

 

新

事

務

局

長

 

桃
井

 

雅
和

 

（
茨

 

城

 

）

事
務
局
次
長

 

小
川

 

典
子

 

（
東

 

京

 

）

事
務
局
次
長

 

狭
石

 

利
美

 

（
東

 

京

 

）

事
務
局
次
長

 

古
谷

 

昌
代

 

（
滋

 

賀

 

）

ＣＤの収録曲の音源募集します！

「自治労仲間の歌』入選曲の作者、または自作のオリジナ

 

ル曲以外でも作者の了解があればＯＫです。生テープ、デ

 

ジタル音源など何でも、桃井事務局長に郵送してください。
☆音源はこちらまで
桃井雅和の連絡先

《住所》〒３１１ー３１２５

 

茨城県東茨城郡茨城町下石崎５６５
《E-Mail》

 

momoi@olive.ocn.ne.jp
※５Ｍオーバーのでかいファイルの場合は、事前にご相談ください。



（６）

タ
イ
は
政
情
不
安
が
続
き
、
赤

 

シ
ャ
ツ
や
黄
シ
ャ
ツ
が
中
心
市
街
地

 

や
空
港
を
占
拠
し
、
多
数
の
死
者
も

 

出
て
、
観
光
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

 

読
者
の
皆
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
マ
イ
ナ

 

ス
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

 

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
一
連
の
騒
動
は
、
背
景
に
王

 

室
、
軍
、
政
治
家
、
財
界
の
い
ろ
い

 

ろ
な
問
題
が
絡
み
、
複
雑
に
な
っ
て

 

い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

 

問
題
に
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
が
、

 

基
本
的
に
は
「
格
差
の
拡
大
」
「
貧

 

困
」
が
最
大
の
要
因
だ
。
今
や
世
界

 

は
ど
の
国
で
も
こ
の
課
題
に
直
面
し

 

て
い
る
。
新
自
由
主
義
、
新
保
守
主

 

義
の
人
た
ち
の
主
張
や
政
策
が
破
綻

 

し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
タ
イ
で
は
１
９
７
０
年
代
の

 

民
主
化
運
動
か
ら
、
「
生
き
る
た
め

 

の
唄
」
を
歌
う
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し

 

た
。
正
式
に
は
「
生
き
る
た
め
の
芸

 

術
」
の
な
か
の
音
楽
分
野
で
あ
る
。

 

そ
の
代
表
格
が
「
カ
ラ
ワ
ン
」
「
カ

 

ラ
バ
オ
」
だ
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に

 

ロ
ー
カ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
「
キ

 

タ
ン
チ
ャ
リ
ー
」
が
存
在
し
て
い
る
。

キ
タ
ン
チ
ャ
リ
ー
は
、
サ
ン
ス
ク

 

リ
ッ
ト
語
で
「
祈
り
の
音
楽
」
を
意

 

味
し
、
ソ
ム
サ
ッ
ク
と
ス
リ
ン
の
夫

 

婦
デ
ュ
オ
と
し
て
、
１
９
７
７
年
か

 

ら
音
楽
活
動
を
開
始
し
た
。
音
楽
活

 

動
の
拠
点
は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
バ
ス

 

で
南
南
東
に
２
時
間
、
ペ
ッ
ブ
リ
県
。

 

ペ
ッ
ブ
リ
市
は
人
口
3
万
人
の
県
都

 

だ
が
、
お
寺
が
２
７
０
在
り
、
ラ
マ

 

４
世
と
５
世
が
別
荘
を
持
っ
て
い
た

 

由
緒
あ
る
町
で
、
卵
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ

 

を
ベ
ー
ス
と
し
た
タ
イ
菓
子
で
も
有

 

名
だ
。

普
段
は
、
地
元
の
結
婚
式
や
パ
ー

 

テ
ィ
に
呼
ば
れ
て
歌
い
、
ま
た
、
バ

 

ン
コ
ク
や
チ
ェ
ン
マ
イ
な
ど
の
大
学

 

や
王
宮
前
広
場
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

 

民
主
化
集
会
で
も
歌
っ
て
い
る
。
曲

 

の
多
く
は
、
町
や
村
の
人
び
と
の
暮

 

ら
し
、
自
然
や
環
境
保
護
、
ス
ラ
ム

 

の
住
民
、
平
和
、
民
主
化
な
ど
を

 

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

「
生
き
る
た
め
の
唄
を
歌
う
」
タ
イ
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
が
来
日

反
貧
困
世
直
し
大
集
会
に
出
演

荒
川
区
職
労

 

書
記
長

 

白
石

 

孝

１
９
９
０
年
に
初
来
日
し
、
以
降
、

 

１
９
９
９
年
ま
で
に
７
～
８
回
来
て

 

い
る
が
、
今
回
は
11
年
ぶ
り
の
来
日

 

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
以
前
は
幼

 

か
っ
た
長
女
が
２
４
歳
に
な
り
、
14

 

歳
の
二
女
と
１
１
歳
の
三
女
と
も
ど

 

も
家
族
５
人
で
や
っ
て
き
た
。
コ
ン

 

サ
ー
ト
は
、
東
京
で
２
回
（
国
立
、

 

東
久
留
米
）
、
長
野
（
山
ノ
内
町
）

 

で
1
回
、
そ
の
後
関
西
に
移
動
し
、

 

京
都
、
高
槻
、
兵
庫
県
で
も
演
奏
し

 

た
。そ

し
て
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

 

10
月
16
日
（
土
）
に
東
京
明
治
公
園

 

で
開
催
さ
れ
た
「
反
貧
困
世
直
し
大

 

集
会
」
で
４
曲
披
露
し
た
。
反
貧
困

 

フ
ェ
ス
タ
は
、
日
弁
連
会
長
の
宇
都

 

宮
健
児
弁
護
士
が
代
表
を
務
め
、
湯

 

浅
誠
さ
ん
が
事
務
局
長
に
な
っ
て
い

 

る
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
に

 

な
り
、
反
貧
困
関
係
の
グ
ル
ー
プ
が

 

集
ま
っ
て
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

 

開
催
し
た
。
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま

 

れ
、
お
よ
そ
２
千
人
が
来
場
、
全
体

 

集
会
、
分
科
会
、
テ
ン
ト
出
展
、
デ

 

モ
な
ど
多
彩
な
企
画
で
、
日
本
に
お

 

け
る
反
貧
困
運
動
の
今
を
端
的
に
表

 

す
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

歌
っ
た
曲
は
、
「
貧
乏
人
は
邪
魔

 

者
」
「
希
望
の
星
の
光
」
「
満
月
」

 

「
花
」
。
花
は
ご
存
知
喜
納
昌
吉
の

音楽道

名
曲
で
、
タ
イ
へ
は
カ
ラ
ワ
ン

 

の
ス
ラ
チ
ャ
イ
・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
マ

 

ト
ー
ン
が
喜
納
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

さ
れ
て
持
ち
帰
り
、
タ
イ
語
の
歌

 

詞
を
作
っ
て
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
大

 

ヒ
ッ
ト
し
、
今
や
「
上
を
向
い
て

 

歩
こ
う
」
「
昴
」
と
並
ぶ
日
本
の

 

歌
と
な
っ
た
。
貧
乏
人…

は
、
バ

 

ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
の
人
び
と
を

 

歌
っ
た
も
の
。

何
を
し
た
っ
て
貧
乏
人
は
邪
魔

 

者
扱
い
／
ま
る
で
ゴ
ミ
箱
み
た
い

 

に
扱
わ
れ
／
何
の
権
利
も
な
い
／

 

生
命
が
あ
っ
て
も
た
だ
の
邪
魔
者

 

と
い
う
よ
う
に
差
別
さ
れ
て
い
る

 

現
状
を
指
摘
し
、
で
も
同
じ
人
間

 

と
し
て
、
学
校
に
行
き
た
い
、
仕

 

事
に
つ
き
た
い
、
と
ス
ラ
ム
住
民

 

の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
さ

 

に
「
反
貧
困
集
会
」
に
連
帯
し
た

 

ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
な

 

ど
で
は
、
社
会
運
動
や
労
働
運
動

 

の
場
面
で
日
常
的
に
歌
が
歌
わ
れ

 

て
い
る
。
日
本
で
は
、
同
種
の
集

 

会
に
歌
や
芸
術
が
登
場
す
る
こ
と

 

が
少
な
い
。
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

 

上
位
に
あ
り
、
芸
術
や
文
化
は
刺

 

身
の
つ
ま
程
度
に
し
か
考
え
て
い

 

な
い
政
治
家
や
労
組
の
リ
ー
ダ
ー

 

が
多
数
を
占
め
て
い
る
か
ら
な
の

 

か
、
私
は
ア
ジ
ア
各
地
の
そ
う

 

い
っ
た
伝
統
や
習
慣
の
方
に
親
近

 

感
を
覚
え
る
。
逆
に
メ
ジ
ャ
ー
展

 

開
し
て
い
る
日
本
の
芸
術･

芸
能

 

関
係
者
は
、
自
分
の
出
自
を
隠
し

自
分
の
意
見
も
言
わ
な
い
「
お
人

 

形
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

キ
タ
ン
チ
ャ
リ
ー
は
マ
イ
ナ
ー
で

 

ロ
ー
カ
ル
な
音
楽
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
が
、

 

夫
婦
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
社
会
を
見

 

据
え
る
目
線
が
確
実
に
引
き
継
が
れ

 

て
い
る
。
羨
ま
し
く
思
う
。
10
月
14

 

日
の
来
日
か
ら
、
長
野
で
Ｊ
Ｒ
特
急

 

に
乗
せ
て
関
西
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

 

た
19
日
ま
で
の
６
日
間
、
タ
イ
人

 

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
か
ら
様
々
な

 

こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
う
。

閑
話
休
題
。
30
年
来
の
交
流
が
あ

 

る
「
お
お
た
か
静
流
」
の
コ
ン
サ
ー

 

ト
を
今
年
の
２
月
に
日
暮
里
サ
ニ
ー

 

ホ
ー
ル
で
主
催
し
た
が
、
そ
の
縁
か

 

ら
「
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」
で
、

 

彼
女
の
初
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

 

実
現
し
た
。
デ
ィ
ナ
ー
の
前
に
は
、

 

お
子
さ
ま
向
け
の
「
歌
の
お
絵
か
き

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
組
み
込
ん
だ
、

 

興
味
深
い
企
画
を
提
案
し
た
。
11
月

 

22
日
（
月
）
の
夜
だ
が
、
関
心
の
あ

 

る
方
は
、
多
少
割
引
き
で
あ
っ
せ
ん

 

出
来
る
の
で
、
連
絡
を
い
た
だ
き
た

 

い
。ま

た
、
来
年
の
３
月
４
日(

金)

の

 

夜
、
ム
ー
ブ
町
屋
で
、
ラ
オ
ス
男
性

 

と
日
本
女
性
の
人
形
遣
い
ユ
ニ
ッ
ト

 

｢

チ
ェ
オ
ボ
ン｣

の
公
演
も
決
定
し
た
。

 

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
ダ
ン
ス
、
芝
居
を

 

ベ
ー
ス
に
椰
子
の
実
や
ほ
う
き
、
木

 

の
実
、
葉
っ
ぱ
な
ど
の
自
然
の
材
料

 

を
駆
使
し
た
人
形
芝
居
で
、
２
年
前

 

の
公
演
も
絶
賛
さ
れ
た
。
こ
れ
も
お

 

薦
め
だ
。

タイのフォークグループ



（７）

私
の
ギ
タ
ー
人
生

 

パ
ー
ト
９

ギ
タ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

狭
石

 

利
美
（
東
京
）

2
人
目
の
先
生
と
の
出
会
い

延
べ
半
年
ほ
ど
の
入
院
生
活
を
経

 

て
、
再
び
セ
ン
タ
ー
の
ギ
タ
ー
教
室

 

に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

 

あ
る
日
、
国
労
の
書
記
仲
間
が
「
兄

 

貴
が
ギ
タ
ー
を
習
っ
て
い
て
発
表
会

 

を
や
る
ら
し
い
け
ど
、
」
と
チ
ラ
シ

 

を
く
れ
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
７
～

 

８
人
生
徒
が
一
曲
ず
つ
弾
い
た
後
で

 

二
人
の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
3
曲
ほ
ど

 

弾
い
た
。
生
徒
も
先
生
も
そ
の
あ
た

 

り
の
ギ
タ
ー
教
室
の
発
表
会
に
比
べ

 

か
な
り
レ
ベ
ル
は
高
か
っ
た
。
後
で

 

分
か
っ
た
が
、
二
人
の
先
生
は
両
人

 

と
も
日
本
ギ
タ
リ
ス
ト
協
会
主
催
の

 

新
人
賞
選
考
演
奏
会
で
入
賞
し
て
い

 

た
。
そ
こ
で
習
っ
て
い
た
生
徒
（
友

 

達
の
兄
貴
）
の
紹
介
で
私
も
習
う
こ

 

と
に
し
た
。

そ
の
時
私
が
習
う
こ
と
に
し
た
先
生

 

は
確
か
バ
ッ
ハ
の
「
プ
レ
リ
ュ
ー

 

ド
・
フ
ー
ガ
・
ア
レ
グ
ロ
」
と
カ
タ

 

ロ
ニ
ア
民
謡
の
「
盗
賊
の
歌
」
を
弾

 

い
て
い
た
。

辜

 

硯
彦
と
い
う
台
湾
出
身
で
高

 

校
時
代
は
柔
道
部
に
所
属
し
、
将
来

 

は
柔
道
家
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
ら

 

し
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
ギ
タ
ー
演

 

奏
家
の
道
に
進
ん
だ
と
い
う
一
風
変

 

わ
っ
た
人
物
だ
っ
た
。

俺
に
は
俺
の
生
き
方
が
あ
る

二
ヶ
月
に
一
回
私
の
都
合
の
い
い

 

と
き
に
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
２
０
０
０
円

 

で
教
え
て
も
ら
っ
た
。
行
く
と
大
体

 

１
～
２
時
間
は
レ
ッ
ス
ン
し
て
く
れ

 

た
。
レ
ッ
ス
ン
が
終
わ
る
と
よ
く
食

 

事
や
飲
み
に
行
き
、
友
達
感
覚
で
付

 

き
合
っ
た
。
ま
だ
若
く
、
私
よ
り
２

 

～
３
歳
年
下
だ
っ
た
。

辜
（
こ
う
）
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た

 

が
、
音
楽
的
才
能
は
非
常
に
豊
か
で
、

 

そ
の
演
奏
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
か
っ

 

た
。
あ
る
日
彼
と
話
し
た
こ
と
が
あ

 

る
。
「
コ
ウ
さ
ん
は
そ
れ
だ
け
才
能

 

が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
演
奏
活

 

動
に
集
中
す
れ
ば
日
本
で
も
指
折
り

 

の
ギ
タ
リ
ス
ト
に
な
れ
る
の
に
、
も

 

し
か
し
た
ら
セ
ゴ
ビ
ア
み
た
い
に
な

 

れ
る
か
も
」
「
セ
ゴ
ビ
ア
は
そ
う
し

 

た
い
と
（
ギ
タ
ー
で
生
き
る
と
い

 

う
）
生
き
て
い
る
。
私
は
そ
う
は
思

 

わ
な
い
」
二
人
で
こ
ん
な
や
り
取
り

 

を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

自
分
に
は
商
才
が
あ
る
と
思
い
込

 

ん
で
い
た
よ
う
で
ギ
タ
ー
界
の
汚
い

 

世
界
も
知
り
、
演
奏
家
と
し
て
精
進

 

す
る
と
い
う
よ
り
い
ろ
ん
な
商
売
に

 

手
を
出
し
、
最
後
に
は
株
で
大
損
を

 

し
て
私
の
と
こ
ろ
に
借
金
を
申
し
込

 

ん
で
き
た
。
私
に
も
？
千
万
円
の
住

 

宅
ロ
ー
ン
が
あ
り
、
こ
れ
は
返
っ
て

き
そ
う
も
な
い
な
と
思
っ
て
断
っ
て

 

か
ら
付
き
合
い
が
途
絶
え
て
い
る
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
歓
び

彼
に
習
っ
て
い
た
10
歳
ほ
ど
先
輩

 

に
知
る
人
ぞ
知
る
松
尾
さ
ん
が
い
た
。

 

（
そ
の
頃
、
生
徒
は
私
と
二
人
だ
け

 

だ
っ
た
）
こ
の
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
の
ギ

 

タ
ー
教
室
も
、
教
室
と
い
う
よ
り

 

サ
ー
ク
ル
的
な
性
格
に
発
展
し
て
い

 

た
。
サ
ー
ク
ル
の
名
前
は
タ
レ
ガ
の

 

名
曲
「
ラ
グ
リ
マ
」
を
そ
っ
く
り
い

 

た
だ
い
た
。
ラ
グ
リ
マ
に
松
尾
さ
ん

 

を
誘
い
、
強
力
な
メ
ン
バ
ー
の
加
入

 

に
よ
り
ラ
グ
リ
マ
の
演
奏
レ
ベ
ル
は

 

突
然
急
速
に
向
上
し
た
。
ラ
グ
リ
マ

 

の
練
習
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
毎
回

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
練
習
と
な
っ
た
。

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ラ
テ

 

ン…

と
に
か
く
面
白
そ
う
な
ア
レ
ン

 

ジ
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
や
っ
た
。
3

 

部
か
ら
4
部
の
曲
が
多
か
っ
た
が
、

 

そ
の
他
コ
ン
ビ
を
決
め
て
二
重
奏
も

 

結
構
や
っ
た
。
私
は
よ
く
松
尾
さ
ん

 

と
組
ん
で
い
ろ
ん
な
曲
を
や
っ
た
。

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
二
重
奏
も
、
独
奏

 

で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
さ
、
喜
び
が

 

あ
る
。
合
唱
と
同
じ
な
ん
だ
ろ
う
が
、

 

自
分
を
主
張
し
つ
つ
お
互
い
の
音

 

（
声
）
を
よ
く
聴
き
あ
い
、
最
終
的

に
は
み
ん
な
で
気
持
ち
と
心
を
ひ
と

 

つ
に
し
て
音
楽
を
作
り
上
げ
る
。
そ

 

こ
に
至
る
過
程
が
ま
た
面
白
い
。
一

 

人
ひ
と
り
個
性
が
あ
り
、
は
じ
め
の

 

う
ち
は
な
か
な
か
揃
わ
な
い
し
曲
想

 

も
バ
ラ
バ
ラ
。
そ
の
う
ち
、
し
っ
か

 

り
自
己
を
主
張
し
て
い
る
人
の
曲
想

 

に
全
体
が
揃
え
ら
れ
て
い
く
。
同
じ

 

箇
所
（
フ
レ
ー
ズ
）
で
こ
の
個
性
と

 

個
性
が
ぶ
つ
か
る
と
、
何
回
や
っ
て

 

も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。

い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
折
れ
る
の
か
、

 

あ
る
い
は
そ
の
間
で
落
ち
着
く
の
か
、

 

そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
最
後

 

に
は
な
ん
と
な
く
ま
と
ま
っ
て
く
る
。

 

指
揮
者
の
い
な
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

 

醍
醐
味
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
や
ろ
う

そ
の
う
ち
働
く
も
の
の
音
楽
祭
に

 

も
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ギ

 

タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ん
て
そ
れ
ま

 

で
の
日
音
協
に
は
な
か
っ
た
か
ら
か
、

 

と
っ
て
も
新
鮮
な
目
で
迎
え
ら
れ
た
。

 

演
奏
に
対
す
る
評
価
も
、
新
鮮
さ
も

 

手
伝
っ
て
か
概
ね
好
評
だ
っ
た
。
日

 

音
協
東
京
都
支
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

 

も
毎
回
出
演
す
る
よ
う
に
し
た
。
ラ

 

グ
リ
マ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
だ
ん
だ

 

ん
増
え
て
き
て
、
そ
の
う
ち
ラ
グ
リ

 

マ
の
「
独
自
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
ろ

 

う
」
と
の
声
が
持
ち
上
が
っ
て
き
た
。

 

そ
う
な
る
と
合
奏
（
ア
ン
サ
ン
ブ

 

ル
）
の
曲
を
決
め
る
、
パ
ー
ト
を
決

 

め
る
、
独
奏
は
各
自
が
得
意
な
曲
を

や
る
、
二
重
奏
は
誰
々
が
何
の
曲
を

 

や
る
と
、
話
は
だ
ん
だ
ん
盛
り
上

 

が
っ
て
く
る
。
会
場
は
ど
こ
に
し
よ

 

う
か
、
チ
ラ
シ
は
誰
が…

毎
回
の
練

 

習
に
も
自
然
と
熱
が
入
っ
て
き
た
。

ペンションあいらんど
今年も皆様をお待ちしています！
Tel:0136-23-4322 Fax:0136-23-4323

island_k@f5.dion.ne.jp 
www.niseko.ne.jp/island 
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（８）

１.

自
治
労
音
楽
協
議
会
の
組
織
を
確
立
し

 

ま
す
。

(

1)

自
治
労
の
組
合
員
で
音
楽
活
動
を
し

 

て
い
る
人
々
に
、
音
協
加
入
を
積
極
的
に

 

呼
び
か
け
ま
す
。

(

2)

各
県
、
地
連
ご
と
の
会
員
、
サ
ー
ク

 

ル
間
の
連
絡
を
つ
く
り
だ
す
と
と
も
に
、

 

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
県
支
部
を
結
成
し
ま

 

す
。

(

3)

幹
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

(

4)

次
期
総
会
は
、
２
０
１
１
年
７
月
２

 

～
３
日
の
香
川
県
高
松
市
で
開
催
さ
れ
る

 

予
定
の
第
44
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

 

と
同
時
期
に
開
催
し
ま
す
。

(

5)

自
治
労
と
の
組
織
的
な
関
係
の
確
立

 

を
引
き
続
き
め
ざ
し
ま
す
。

(

6)

サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し

 

ま
す
。
こ
の
た
め
に
第
３
回
自
治
労
音
協

 

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

２.

自
治
労
の
音
楽
・
文
化
事
業
に
協
力
し

 

ま
す
。

自
治
労
の
音
楽
・
文
化
事
業
は
次
の
よ

 

う
な
も
の
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
積
極
的
に
協
力
し
、
会
員
の

 

参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に

 

音
楽
・
文
化
事
業
を
拡
大
す
る
よ
う
は
た

 

ら
き
か
け
ま
す
。

(

1)

青
年
女
性
地
連
別
交
流
集
会
文
化
班

(

2)

労
働
学
校
で
の
歌
唱
指
導
な
ど

３.

日
音
協
の
活
動
お
よ
び
事
業
に
協
力

 

し
ま
す
。

(

1)

日
音
協
会
員
加
入
（
年
会
費
１
０
０

 

０
０
円
）
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
日
音
協
会
員
で
地
域
支
部
に
所

 

属
で
き
な
い
人
た
ち
で
構
成
す
る
、
日
音

 

協
自
治
労
音
協
支
部
を
結
成
し
ま
す
。

(

2)

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー

(
3)

ブ
ロ
ッ
ク
別
日
音
協
合
宿

(
4)
第
44
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

（
２
０
１
１
年
７
月
予
定
）

(

5)

機
関
紙
『
音
楽
運
動
』
の
ネ
ッ
ト
会

 

員
の
拡
大

４.

各
地
域
で
独
自
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

 

を
追
求
し
ま
す
。

当
面
、
滋
賀
県
支
部
な
ど
で
開
催
し
て

 

い
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
県
支
部
の
結
成
を

 

目
指
す
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
県
単
位

 

で
自
治
労
音
協
会
員
合
同
の
コ
ン
サ
ー
ト

 

な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。

５.

自
治
労
音
協
仲
間
の
歌
Ｃ
Ｄ
を
作
成

 

し
、
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

自
治
労
音
楽
協
議
会
２
０
１
０
年
度
活
動
方
針

（２

 

０

 

１

 

０

 

年

 

10
月
８
日
～
２
０
１
１
年
７
月
）

高
校
時
代
、
同
級
生
３
人
で
グ
ル
ー
プ

 

を
結
成
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
負
け
た
自
分
が

 

ベ
ー
ス
を
担
当
し
、
ガ
ロ
の
コ
ピ
ー
や
オ

 

リ
ジ
ナ
ル
を
歌
い
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン

 

サ
ー
ト
の
場
で
発
表
し
た
。
卒
業
と
同
時

 

に
解
散
し
た
が
、
地
域
や
他
の
学
校
の
た

 

く
さ
ん
の
仲
間
と
も
知
り
合
い
、
今
も
付

 

き
合
い
が
続
き
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い

 

る
。
今
は
、
二
つ
の
バ
ン
ド
で
活
動
し
て

 

い
る
。

一
つ
は
、
暫
く
ギ
タ
ー
か
ら
離
れ
て
い

 

た
４
年
前
、
母
校
の
中
学
の
サ
マ
ー
フ
ェ

 

ス
テ
ィ
バ
ル
で
父
兄
が
歌
う
時
に
、
ギ

 

タ
ー
を
伴
奏
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
そ

 

れ
が
先
輩
お
や
じ
の
目
に
留
ま
り
、
一
緒

 

に
親
父
バ
ン
ド
で
や
ら
な
い
か
？
と
誘
わ

「
一
生
懸
命
な
も
の
」
を
持
つ
こ
と
は
大
事

柳
川

 

幹
司
（
自
治
労
東
京
都
本
部
組
織
局
長
）

れ
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
始
め
た
。
こ
の
バ
ン

 

ド
は
、
慰
問
を
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、
い
つ

 

か
は
そ
う
し
た
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

 

自
分
の
気
持
ち
と
合
致
し
、
慰
問
を
行
な
っ
た

 

り
し
て
活
動
し
て
い
る
。
お
年
寄
り
の
笑
顔
を

 

み
る
た
び
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。

一
方
、
２
年
前
に
高
校
時
代
の
仲
間
と
、

 

「
年
を
重
ね
て
若
い
頃
と
は
違
う
テ
イ
ス
ト
で
、

 

ま
た
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ

 

を
結
成
。
今
は
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
、

 

焼
鳥
屋
、
お
す
し
屋
さ
ん
な
ど
か
ら
出
演
依
頼

 

も
た
く
さ
ん
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、
特
に
７

 

月
、
８
月
は
毎
週
ど
こ
か
に
出
演
す
る
売
れ
っ

 

子
？
｛
笑
｝
に
な
っ
た
。

テ
ン
ポ
が
ず
れ
、
音
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂
う

 

と
甘
い
音
楽
も
不
快
な
も
の
に
な
る
。
こ
れ
は

 

人
の
暮
ら
し
と
同
じ
。
「
リ
ズ
ム
・
メ
ロ

 

デ
ィ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
要
素
は
普
段
の
生

 

活
で
も
大
切
に
し
た
い
。
一
生
懸
命
な
も
の
を

 

持
っ
て
い
る
こ
と
は
大
事
。
力
ま
な
く
て
も
よ

 

い
か
ら
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
今
が
青
春
。
そ

 

の
気
持
ち
で
練
習
に
励
み
活
動
し
て
い
る
。

９
月
に
は
、
仙
台
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

に
出
演
が
決
ま
り
、
知
ら
な
い
土
地
で
知
ら
な

 

い
人
に
自
分
達
の
歌
を
聴
い
て
も
ら
え
る
の
か
、

 

不
安
も
あ
る
が
楽
し
み
だ
。
音
楽
と
場
所
は
、

 

昔
の
自
分
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

（
機
関
紙
「
自
治
労
東
京
」
１
１
７
３
号
よ
り
転
載
）

左/ギターを弾き語りする柳川さん
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